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【公開番号】特開2008-199570(P2008-199570A)
【公開日】平成20年8月28日(2008.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2008-034
【出願番号】特願2007-129470(P2007-129470)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/24     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   3/007    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/187    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/22     (2006.01)
   Ｂ８１Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｂ８１Ｃ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/24    　　　Ｚ
   Ｈ０３Ｈ   3/007   　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｂ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  41/22    　　　Ｚ
   Ｂ８１Ｂ   3/00    　　　　
   Ｂ８１Ｃ   1/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月28日(2010.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板、該基板の上方に形成された絶縁層、および該絶縁層の上方に形成された半導体層
を有する基体と、
　前記半導体層の一部を用いて形成された支持部と、
　前記半導体層の一部を用いて形成され、一端を前記支持部に固定し他端を自由にした１
本の振動部と、
　前記振動部の上方に形成され、該振動部の屈曲振動を生成する駆動部と、を含み、
　前記駆動部は、
　第１電極と、
　前記第１電極の上方に形成された圧電体層と、
　前記圧電体層の上方に形成された第２電極と、を有し、
　前記圧電体層の一端は、平面視において、前記振動部の固定端に揃っており、
　前記圧電体層の前記振動部に対する長さ比は、０．３以上０．７以下である、圧電振動
子。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記振動部と前記支持部との境界を原点とし、該境界から該振動部の自由端に向かう方
向を正の方向とすると、
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　前記圧電体層の始端の位置から原点までの長さの前記振動部の長さに対する比は、－０
．１以上０．０５以下であり、
　前記圧電体層の終端の位置から原点までの長さの前記振動部の長さに対する比は、０．
４以上０．７以下である、圧電振動子。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記圧電体層の始端の位置から前記原点までの長さの前記振動部の長さに対する比は、
－０．０５以上０．０１以下であり、
　前記圧電体層の終端の位置から前記原点までの長さの前記振動部の長さに対する比は、
０．４５以上０．６５以下である、圧電振動子。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記圧電体層の厚さの前記振動部の厚さに対する比は、１／４以上１以下である、圧電
振動子。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の圧電振動子を有する、発振器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】圧電振動子、および発振器
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明に係る圧電振動子は、
　基板、該基板の上方に形成された絶縁層、および該絶縁層の上方に形成された半導体層
を有する基体と、
　前記半導体層の一部を用いて形成された支持部と、
　前記半導体層の一部を用いて形成され、一端を前記支持部に固定し他端を自由にした１
本の振動部と、
　前記振動部の上方に形成され、該振動部の屈曲振動を生成する駆動部と、を含み、
　前記駆動部は、
　第１電極と、
　前記第１電極の上方に形成された圧電体層と、
　前記圧電体層の上方に形成された第２電極と、を有し、
　前記圧電体層の一端は、平面視において、前記振動部の固定端に揃っており、
　前記圧電体層の前記振動部に対する長さ比は、０．３以上０．７以下である。
　本発明に係る圧電振動子は、
　基板、該基板の上方に形成された絶縁層、および該絶縁層の上方に形成された半導体層
を有する基体と、
　前記半導体層の一部からなる支持部と、
　前記半導体層の一部からなり、一端を前記支持部に固定し他端を自由にした１本の振動
部と、
　前記振動部の上方に形成され、該振動部の屈曲振動を生成する駆動部と、を含み、
　前記駆動部は、
　第１電極と、
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　前記第１電極の上方に形成された圧電体層と、
　前記圧電体層の上方に形成された第２電極と、を有する。
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